質疑回答内容公表

業務名　市民ギャラリー展示室及び収蔵庫における環境保全業務委託
回答課　文化振興課
更新日　令和８年８月１８日
	№
	質疑受付日
	質疑内容
	公表日
	回答内容

	１
	令和８年８月６日
	１．仕様書７　作業内容及び作業方法　
（３）有機ガス測定
②測定方法の測定点について
測定点が、「受託者と協議の上決定する」となっており具体的な測定点数の記載がないため、公平な見積を作成することができません。
各測定場所の最低限の測定点数と合計数をご教示ください。
２．仕様書７　作業内容及び作業方法
（３）有機ガス測定　検査対象ガスについて
　検査対象ガスが「アンモニア、酢酸、ギ酸、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド」の5種類となっていますが、仕様書に記載の検知方法（アクティブ法、パッシブ法）では、酢酸とギ酸（有機酸）、ならびにホルムアルデヒドとアセトアルデヒド（アルデヒド類）が共存する博物館・美術館において、それぞれのガス濃度を個別に測定することはできません。アンモニア、有機酸（酢酸・ギ酸）、アルデヒド類（ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド）の3種類であれば、仕様書の検知方法での測定が可能です。つきましては、３種類でのガス濃度測定を認めていただけないでしょうか。
３．仕様書７　作業内容及び作業方法
（３）有機ガス測定　方法について
質問②が認められなかった場合、精密分析が必要となります。検知方法の変更は可能でしょうか。
４．仕様書１０　再委託の禁止について
質問②が認められた場合は弊社での実施は可能です。認められなかった場合、質問③の分析が必要となるため、分析会社にガス濃度測定を再委託しなければなりません。５種類の有害ガス濃度測定に限り、再委託を認めていただけないでしょうか。
５．仕様書７　作業内容及び作業方法
測定機器について
今年度新規に購入した測定機器については、校正済みの判断で良いでしょうか。
	令和８年８月１８日
	１．（３）有機ガス測定　
②測定方法の測定点について
　各室は展示室５部屋と収蔵庫（前室含む）を対象としている。これら展示室５部屋と収蔵庫前室の中央部を各１か所ずつ、また、収蔵庫の空気取入口付近と中央部の２か所、計８か所を最低限の測定数とする。
２．（３）有機ガス測定　検査対象ガスについて
　各ガスの特性に最適な方法であれば、仕様書で例示した方法でなくとも構わない。検査対象ガスは仕様書に記載のとおりとする。
３．（３）有機ガス測定　方法について
測定方法については②のとおり、各ガスにおいて最適な方法であれば構わない。検査対象ガスは仕様書に記載のとおりとする。
４．再委託の禁止について
仕様書のとおり、「貴重な美術作品を収蔵する収蔵庫内の作業である点などから、考えられる危害を防止するため」、再委託は禁止とする。
５．測定機器について
　前回の校正日より１年以内であれば、校正済みと判断する。


